
令和４年１月２８日

仙台市×東北大学
スーパーシティ構想推進協議会

設立総会



次第
１．開会
２．挨拶（仙台市長 郡和子）
３．議事

・規約（案）の承認について
（事務局説明：仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進協議会

（仮称）の設立について）
・分科会の設置等について
（事務局説明：分科会の設置等について）

４．その他
・アーキテクトからのコメント
・今後のスケジュール

５．閉会の挨拶（青木リードアーキテクト（東北大学理事・
副学長））
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仙台市×東北大学スーパーシティ構想
推進協議会の設立について

令和４年１月２８日

仙台市
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（１）仙台市におけるスーパーシティ・スマートシ
ティに関するこれまでの動き

（２）仙台市におけるスマートシティの推進体制
（３）仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進

協議会（仮称）の体制



（１）仙台市におけるスーパーシティ／スマートシティに関するこれまでの動き
スーパーシティ スマートシティ

仙台市×東北大学スーパーシティ構想参画事業者
公募（R3.1.20～R3.2.12）、参画事業者決定（R3.3.18）

仙台市×東北大学スーパーシティ構想準備検討会（R3.3.24）

スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定に関する自治体公募
応募（R3.4.16）

国家戦略特区ワーキンググループヒアリング（R3.5.18）

仙台市×東北大学スーパーシティ構想シンポジウム（R3.6.12）

令和３年度スマートシティ関連事業
公募（R3.6.18～R3.7.19）、応募（R3.7.19）

ヤッファ・ベンアリ駐日イスラエル大使が仙台市と東北大学を表敬訪問（R3.7.28）

第１回スーパーシティ型国家戦略特別区域の区域指定に関する専門調査会（R3.8.6）

令和３年度スマートシティ関連事業
採択（R3.8.24）

規制改革などの再提案を国へ提出（R3.10.15）

アジア最大級の国際展示会「CEATEC 2021」において仙台市長が仙台市×東北大学スーパーシティ構想を紹介（R3.10.22動画配信）

国家戦略特区ワーキンググループヒアリング（R3.11.5、11.29）

スーパーシティ構想推進戦略（仮称）策定準備（R3.11~）

スーパーシティ構想の実現に向けた先端的サービスの開発・構築等に関する実証調査
業務へ応募（R4.1.14）

スーパーシティ選定結果発表（時期未定） 6



データ連携基盤整備

「仙台市×東北大学スーパーシティ構想」を実現するための第一歩として、データ連携基盤を導入。
その上で、スマートシティのファーストステップとして、市民に分かりやすい「都市の見える化」の実現に
向けたサービス提供に着手する。

【参考】総務省「データ連携基盤導入によるスマートシティ推進事業」

「都市の見える化」実施例

人流カメラおよびAI・画像処理により
人流および人物の密状態を見える化し、
人流変化の分析や感染症対策の注意喚起
等を支援

都市OS
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「ドローンによる360°撮影」 × 「AVATOUR(360°ﾘｱﾙﾀｲﾑ空間ｿﾘｭｰｼｮﾝ)」 × 「XR」 による共体験

・ リアル投影の360°視聴と、配信者と視聴者および視聴者同士のリアルタイムコミュニケーションで、まちの魅力アップ
を創出
・ 第一弾として東北大学や市内を対象に 「360°カメラ」 を使って撮影
・ 撮影した映像をプラットフォームにて管理し、遠隔地に配信
・ 配信映像をXRで視聴、視聴者は360°自由な視点で観たい景色をリアルに体感、かつリアルタイムで対話
・ 実験前後で体験者による魅力の質や強さの変化をアンケートと観察インタビューで分析/評価

＋

＋

360°

仙台市・東北大学内

上空からの撮影

地上での撮影

データのプラットフォーム
管理/配信

視聴者A

東北大学上空

360°

配信者 ↔ 視聴者
視聴者 ↔ 視聴者 による

リアルタイムコミュニケーション

視聴者は360°観たい視点で
自由に映像を視聴

視聴者B

配信者は視聴者とコミュニケーションを
行いながら撮影/配信を実施

視聴者者同士がアバター
として空間を共有

視聴者A 視聴者B

案内を受けながら
見たい場所・モノを
自由に見たい

キャンパス全体を上空から
見渡した上で自分の見たい
場所・モノにフォーカスしたい

【参考】国土交通省「スマートシティモデルプロジェクト」
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7.28駐日イスラエル大使が訪問

「東北・イスラエルスタートアップグローバル
チャレンジプログラム」で本市と連携するイス
ラエル大使館のヤッファ・ベンアリ大使が仙台
市と東北大学を表敬訪問。
仙台市×東北大学スーパーシティ構想について
も意見交換を行い、大使からは「ぜひ構想を支
えていきたい」と応援をいただきました。

【参考】駐日イスラエル大使の表敬訪問

【参考】 CEATEC 2021へ出演

10.22アジア最大級の国際展示会
「CEATEC 2021」に動画配信

アジア最大級の規模を誇るIT技術とレクとロニ
クスの国際展示会「CEATEC 2021」の地域ビ
ジョン/地域戦略の発信コンファレンスにおいて、
郡市長による「仙台市×東北大学スーパーシ
ティ構想」動画を配信。
本構想の実現のため、世界に向けて意気込みを
力強くプレゼンしました。

ベンアリ大使と
藤本副市長

ベンアリ大使の講演

東北大学大野総長を訪問
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東北大学
各キャンパス

泉パークタウン
エリア

スマートシティサービス

プラットフォーム
（データ連携基盤）

中心部商店街

東北大学
各キャンパス

仙台市×東北大学
スーパーシティ構想推進

協議会（仮称）

エリア

スマートシティサービス

プラットフォーム
（データ連携基盤）

仙台市泉区における
先進取組協議会

仙台市中心部商店街
活性化協議会

主体

情報共有・連絡調整を行う組織設立後

（２）仙台市におけるスマートシティの推進体制

仙台市は、人口約109万人の政令市であり、多様なニーズをもつ住民が存在していること
から、全市を対象エリアとする推進体制を設立するのではなく、エリアを限定した取組
みを重ねることにより、市内のスマートシティ化を推進する。

市内のスマートシティ化に向けては、エリア限定での取り組みだけでなく、市として共
通化すべきルール等を検討し、共有する体制づくりが必要。そこで、エリアごとの取り
組みを共有し、連絡調整を行う組織を別途立ち上げる予定。

泉パークタウン 中心部商店街
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（３）➀仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進協議会（仮称）の設立

仙台市×東北大学
スーパーシティ構想準備検討会

（R3.3月開催）

会長

アーキテクト

共同事務局

参画企業

発展・拡充

令和３年３月２４日（水）、国へのスーパーシティ構想提出に向けて、「仙台市×東北大
学スーパーシティ構想準備検討会」を開催。その後、令和３年６月～７月にかけて公募
が行われた令和３年度スマートシティ関連事業（内閣府、総務省、経済産業省、国⼟交
通省）に対して応募を行った事業者を中心に、新たに立ち上げる協議会の体制骨子案を
検討。

今後、仙台市×東北大学スーパーシティ構想に関連して行うスーパーシティ・スマートシ
ティ事業は、本協議会を通じて国の公募事業等への応募を行うほか、スーパーシティ・
スマートシティ事業に関する会員向けの勉強会等も開催予定。スーパーシティの選定結
果にかかわらず、構想実現に向けた取り組みを進める。

仙台市×東北大学
スーパーシティ構想推進協議会（仮称）

総会

幹事会

分科会
（参画企業）

ＰＭＯ
（仙台市、東北大学等）

※将来的に新たな事業者の
参入も受入
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【参考】スマートシティの類型

【スマートシティガイドブック（内閣府・総務省・経済産業省・国⼟交通省スマートシティ官民連携プラットフォーム事務局
2021.04 ver.1.00）から抜粋・加工】
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（３）②仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進協議会（仮称）の対象エリア

これまで仙台市×東北大学スーパーシティ構想では、「青葉山キャンパスを中心とした東
北大学の各キャンパス」をフィールドとして想定。
※令和３年１月の事業者公募においても、その旨を明記の上で公募を実施。

そこで、本協議会では、キャンパスを対象エリアとするとともに、以下の事業を対象と
して検討を行う。
• キャンパス内のみを対象とするもの
• キャンパス内外を同時に対象とするもの（キャンパスから外へと展開するもの）

※キャンパス内の取組みと連携のない事業は、スーパーシティ構想とは外れる取り組みであることから、本協議会
における対象事業としない。

※ キャンパス内の取組みとの連携のない事業
➡地域課題・社会課題の解決に向けて仙台市役所との連携を
希望する事業提案、仙台市内における実証実験の御相談に
ついては、仙台市公民連携窓口「クロスセンダイラボ」に
て受け付けておりますので、御相談ください。
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【スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定に関する自治体公募応募資料（R3.4.16国提出）から抜粋・加工】

【参考】仙台市×東北大学スーパーシティ構想の概要

仙台市には様々な地域課題があるが、本構想では、特にその中でも若年層の人口流出に
着目。

東北大学キャンパスの区域を未来都市ショーケースとして設定し、キャンパス内で実現
した価値（サービスや成果）をキャンパス外へ展開することを想定。
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【参考】参画事業者公募（R3.1.20～R3.2.12）の概要

仙台市×東北大学スーパーシティ構想に係る参画事業者公募要項
２．仙台市では、仙台市×東北大学スーパーシティ構想の実現に向けて、以下の事業者の候補を公募します。

【中略】
（１）先端的サービスを実施する主要な事業者の候補

自らサービス提供主体として事業を推進する意欲がある者
（２）国家戦略特別区域法第2条第２項第３号に規定するデータ連携基盤整備事業を実施

する主要な事業者の候補
【中略】

６．事業者選定後について
• 選定された事業者は、スーパーシティ構想の実現に向け、連携して準備を進めていく 「主要な事業者の候補」と

して、仙台市、東北大学及び他の事業者等で構成する「（仮称）仙台市×東北大学スーパーシティ協議会」へ参画
するものとします。

仙台市×東北大学スーパーシティ構想（案）
２．対象地域

青葉山キャンパスを中心とした東北大学の各キャンパス
（１）キャンパスの概要

【中略】
・そこで、最先端の技術が集結した成長拠点としての強みを活かし、東北大学青葉山キャンパスを中心として、最
先端サービスの導入・実装を進めてまいります。

（２）地域展開
フェーズⅠ

青葉山キャンパスに先端技術サービスを導入するとともに、ソーシャルイノベーションモデル、ビジネスモデ
ルを構築。市内各キャンパス（星陵キャンパス、片平キャンパス、川内キャンパス）への展開を図る。

フェーズⅡ
フェーズⅠで実現したサービスについて、市内都心部、中山間地域への展開を図る。

フェーズⅢ
さらに、東北地方における課題解決のための展開を図る。
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幹事会

（３）③仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進協議会 体制図（案）

機関として、総会、幹事会、分科会を置く。
幹事会が協議会の中核的機能を担い、協議会の運営に関する事項や施策推進に関する

事項、分科会の設置等の事項を審議する。
個々の事業は、分科会ごとに事業計画案を検討・実施し、幹事会へ活動内容を報告する。

18

会長
（仙台市長）

総会

ＰＭＯ【データ連携基盤・市民IDの検討】
（仙台市、東北大学等）

ワーキンググループ

（ＷＧ） ＷＧ ＷＧ ＷＧ ＷＧ

幹事：各分科会長

※必要に応じて分科会を追加

リードアーキテクト
（代表幹事）

幹事

活動報告

参与
（東北大学総長）

アーキテクト アーキテクト アーキテクト

仙台市
まちづくり政策局長

東北大学
理事・副学長幹事 幹事 幹事 幹事

幹事会を補佐

データ連携基盤等に
係るルール整備

分科会長 分科会長 分科会長 分科会長 分科会長

分科会 分科会 分科会 分科会 分科会

※市内のスマートシティ施策について
情報共有・連絡調整を行う組織と連携

分野横断型
ＷＧ

※分野横断的に実施する必要がある事業に
ついては、幹事会直轄のＷＧを組織



（３）④機関の概要

・全団体から構成
・規約の改正その他の協議会の運営に関する重要事項を審議

総会

幹事会

分科会

ワーキング
グループ

・常任幹事（アーキテクト、東北大、仙台市）及び幹事（分科会長
を務める団体から選出）から構成

・分科会の設置改廃、分野間連携の方策検討、国公募事業への応募
に係る調整など、協議会運営における中核的な機関

・分科会ごとに事業計画案を検討・実施、幹事会へ活動内容を報告
・分科会内にワーキンググループ（ＷＧ）を組織し、分科会、ＷＧ
の活動を中心に協議会の事業を推進

・分科会内にＷＧを自由に組織
・分科会を横断する事業を実施する場合には、幹事会直轄のＷＧを
組織

勉強会
・会員向けにスーパーシティ、スマートシティの推進に係る勉強会
を随時開催
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（３）⑤幹事会の概要

常任幹事

幹事

アーキテクト

リードアーキテクト

東北大学 理事･副学長
青木孝文

(株)ブロードバンドタワー
代表取締役会長兼CEO

藤原洋

合同会社巻組 代表
渡邊享子

(株)サイバー･ソリューションズ
代表取締役社長

KEENI Glenn Mansfield

統括（ﾘｰﾄﾞｱｰｷﾃｸﾄ） 通信技術・国内外連携 起業家・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ サイバーセキュリティ

東北大学 理事･副学長
佐々木 啓一

仙台市 まちづくり政策局長
梅内 淳

各分科会の会長を務める組織から職員を選出
（※分科会未設置のため空席）
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分科会の設置等について

令和４年１月２８日

仙台市
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分科会の概要

仙台市×東北大学スーパーシティ構想として提出した際の５分野の事業を具体的に推進す
る分科会として、以下の５つの分科会を設置してはどうか。

また、設立当初の暫定的な分科会長を選任し、併せて暫定的な幹事を選任してはどうか。
（暫定的な分科会長・幹事の任期は令和４年５月31日までとし、令和４年５月31日まで
に改めて各分科会内の互選により分科会長を選出）

22

人と社会のつながり
分科会

ワーキンググループ
（ＷＧ）

分科会長
（KPMGコンサルティング）

エネルギー自立分散
分科会

ワーキンググループ
（ＷＧ）

分科会長
（東北電力）

マイクロモビリティ
分科会

ワーキンググループ
（ＷＧ）

分科会長
（三菱商事）

パーソナルヘルスケア

分科会

ワーキンググループ
（ＷＧ）

分科会長
（NECソリューションイノベータ）

ロボットとの共生
分科会

ワーキンググループ
（ＷＧ）

分科会長
（NTTドコモ）

※必要に応じて分科会を追加

幹事会

活動報告
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データ連携基盤・仮想市民サービスワーキンググループ

分科会の構成

ロボットとの共生分科会 パーソナルヘルスケア分科会

人と社会のつながり分科会 エネルギー自立分散分科会 マイクロモビリティ分科会



【参考】分科会設置後の体制図

機関として、総会、幹事会、分科会を置く。
幹事会において協議会の中核的機能を担い、協議会の運営に関する事項や施策推進に関

する事項、分科会の設置等の事項を審議する。
個々の事業は、分科会ごとに事業計画案を検討・実施し、幹事会へ活動内容を報告する。
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会長
（仙台市長）

総会

ＰＭＯ【データ連携基盤・市民IDの検討】
（仙台市、東北大学等）

幹事会

リードアーキテクト

（代表幹事）

幹事

参与
（東北大学総長）

アーキテクト アーキテクト アーキテクト

仙台市
まちづくり政策局長

東北大学
理事・副学長幹事 幹事 幹事 幹事

※市内のスマートシティ施策について
情報共有・連絡調整を行う組織と連携

幹事会を補佐

分科会長
（KPMGコンサルティング）

分科会長
（東北電力）

分科会長
（三菱商事）

分科会長
（NECソリューション

イノベータ）

分科会長
（NTTドコモ）

ワーキンググループ

（ＷＧ） ＷＧ ＷＧ ＷＧ ＷＧ

幹事：各分科会長

※必要に応じて分科会を追加 活動報告

データ連携基盤等に
係るルール整備

人と社会のつながり

分科会
エネルギー自立分散

分科会
マイクロモビリティ

分科会
パーソナルヘルスケア

分科会
ロボットとの共生

分科会

データ連携基盤
・市民ＩＤ

ＷＧ

※分野横断的に実施する必要がある事業に
ついては、幹事会直轄のＷＧを組織
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次第
１．開会
２．挨拶（仙台市長 郡和子）
３．議事

・規約（案）の承認について
（事務局説明：仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進協議会

（仮称）の設立について）
・分科会の設置等について
（事務局説明：分科会の設置等について）

４．その他
・アーキテクトからのコメント
・今後のスケジュール

５．閉会の挨拶（青木リードアーキテクト（東北大学理事・
副学長））



今後のスケジュール（１月～２月）

1/28
(Fri)

仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進協議会
【設立総会（第１回総会）】

2/5
(Sat)

仙台鼎談会「日本の未来は仙台から」
出演者：郡会長、青木リードアーキテクト、藤原アーキテクト
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2月中

第１回幹事会
・分科会運営に係る共通ルール（ひな形）の策定 等

第１回幹事会開催後、各分科会を開催
デジタル田園都市構想推進交付金TYPE2募集開始予定

※２月中の募集開始に向けてデジタル庁において調整中



今後のスケジュール（２月～）

第２回総会
・スーパーシティ構想推進戦略（仮称）を策定予定

27

勉強会（随時開催）
・スーパーシティ／スマートシティ推進に係る勉強会を開催

国スマートシティ関連事業公募予定

２月～

４月

６月～
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仙台鼎談会「日本の未来は仙台から」
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次第
１．開会
２．挨拶（仙台市長 郡和子）
３．議事

・規約（案）の承認について
（事務局説明：仙台市×東北大学スーパーシティ構想推進協議会

（仮称）の設立について）
・分科会の設置等について
（事務局説明：分科会の設置等について）

４．その他
・アーキテクトからのコメント
・今後のスケジュール

５．閉会の挨拶（青木リードアーキテクト（東北大学理事・
副学長））


